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学校教育目標：「自ら学び自ら考え」「心豊かに実践する」「たくましい生徒」の育成

３月７日に玉城中学校第７８回
卒業式が行われました。卒業生は
皆いい表情で卒業していきまし
た。卒業生代表の答辞を一部抜粋

して掲載します。後輩の皆さんは、先輩達からのメッセージをしっかり受け止め
て、玉城中の良い伝統を引き継いで下さい。

答辞（一部抜粋） 卒業生代表 屋嘉部 優期
この３年間で、僕はたくさん成長することができました。臨機応変に物事に対応する力や、みんなと協

力してやり遂げる力、部活動で他校の人とも関われたり、競争する楽しさを知ることができました。出会
ってから３年。長い人で９年。同じ時間を本気で全力で過した仲間とも今日でお別れです。私は特に部活
動に力を入れてきましたが、思うように結果が出なかった日、厳しい練習に心が折れそうになった日が何
度もありました。それでも前に進めたのは、隣で汗を流し、悔しさを分かち合い、そばで支えてくれた仲
間がいたからです。在校生の皆さんにも、今そばにいる友人、部活動や同じクラスの仲間がいると思いま
す。どうか、仲間と過す一日一日を大切にしてください。まだ中学校生活は始まったばかりだと感じてい
るかもしれませんが、皆さんが思っているより中学での３年間は短いです。中学校生活を悔いの残らない
よう、あの時やっておけばよかったと思わないように、思いっきり毎日を楽しんでください。
先生方からは様々なことを教えていただきました。僕達のことを時には優しく、時には厳しく指導して

くださった先生方。何気ない放課後のおしゃべりや、進路相談まで、僕達の話をたくさん聞いてくれてあ
りがとうございました。本当にお世話になりました。迷惑をかけてしまうこともたくさんありましたが、
その度に僕達にしっかりと向き合ってくださいました。先生方から教えていただいたことを胸に、高校で
はもっと活躍できるように今後も頑張っていきます。
お父さん、お母さん、１５年間本当にありがとうございました。これまで色々な迷惑をかけてしまいま

した。僕達が間違ったことをすると叱って、勇気が出ずくじけそうな時には何度でも背中を押してくれま
した。これからもたくさん迷惑をかけると思うけどよろしくお願いします。
言葉では言い表せないくらい、３年間で本当に多くのことを学びました。これも、僕達のことを支えて

くれた先生方、保護者の方々、そして仲間のおかげです。本当にありがとう。これからはみんな、それぞ
れの夢に向かって自分の道を進んでいきます。どんな時も本気で取り組み、全力で楽しむことができる僕
達らしく頑張っていきましょう。

在校生は卒業式の準備に一生懸命取り組みました。
３年生の卒業を祝う気持ちを込めて、準備に取り組み、

素晴らしい式場ができあがりました。１・２年生の皆さん
ありがとうございました。

卒業式を実施するにあたり、関係者の皆様には多大なるご協力を賜りました。お陰様で滞りなく式を実
施することができました。深く感謝申し上げます。ご協力ありがとうございました。

３月６日に１学年の総合学習の一環として、第
３９回ダイキンオーキッドレディスゴルフトーナ
メントの観戦を琉球ゴルフ倶楽部で行いました。
当日は天気も良く、ゴルフ大会の雰囲気を充分に
味わうことができました。また、ゴルフ観戦に先

立って、３月３日に日本女子プロゴルフ協会の小林浩美会長を迎えて本校体育館で講演会およびゴルフの
体験学習をおこないました。生徒は講演やゴルフという競技、大会を運営する多くのスタッフの様子等を
通して様々な事を感じたようです。今回の学習にご協力頂いた関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

小林会長の講演とゴルフ体験学習の様子 ゴルフ観戦の様子 放送センターも見学しました
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